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＜病棟連絡事項＞　
・人事考課面接を随時実施していきます。
・第6回院内勉強会の案内がWizメールできています。各自確認をお願いします。
・新聞の購読について医事よりメールがきています。各自で確認をお願いします。
・金谷SGMより勤務変更や感染症に関するメールがきています。各自で確認をお願いします。
＜ベッドコントロール＞
・坂本 愛子様～本日東病棟より転入となっています。
・坪坂　真由美様～北病棟への移動について拒否的であるため保留としています。
・上野　淳司様～北病棟主治医より許可あるも本人は消極的です。
・12/2以降で3名転入予定です。

＜患者様連絡事項＞
・木村　浩聡様～散髪のため外出に行かれています。警察事情聴取のため母様付き添いにて12/5（金）9：00～17：00外出予定です。（申請済み）
・福村　秀吉様～前回診察でブロチゾラムが半減となってから眠れないと本人より訴えありデエビゴ（5）1T寝る前が3日分処方となっています。体にタトゥーがあるため一人で入浴したいと希望ありシャワー室利用します。

・上野　敦司様～売店上限額について再度ご家族に確認し5.000/月となっています。
・豊田　建世様～主治医面談について12/8　16：30（特診）となります。当日ＰＳＷも同席です。
・七戸　康憲様～御家族よりケア会議希望あります。希望日はなく役場は3日候補日が欲しいとあるため日程調整しましょう。
・藤井　理代様～本人が青山荘拒否あるため、東幸園への打診を計画相談に依頼しています。現状相談が2件埋まっているがどちらかがキャンセルになれば検討可能とのことです。
＜要注目患者様ケース検討＞
・山口　桜様～病棟移動や退院先に対して訴え多く、非現実的な言動や情動不安定さ、感情失禁みれています。本日も同様の訴え頻回にきかれ現実検討出来ていません。引き続き精神症状の観察をしていきましょう。
・田端　香織様～頻回な確認行為があり対応したスタッフに対する易怒性もみられています。必要に応じて頓服薬を使用していきましょう。
・野坂　翔様～「充電器のコードが1つ足りない。なんのコードか分からないけど…」と発言あります。操作的な様子はないですが注意していきましょう。
・小倉　信子様～妄想言動により日課支障みられ昨夜不眠で経過しています。日中は訴えないですが精神症状の観察していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・七戸　康徳様～11/27　転入より一度“皆して自分に冷たい”と言った被害的言動があったが傾聴後落ち着かれた事、今後の方向性について、母様とはいざこざがあり同居ではない方が良いと自覚している事、GHは他者との共同生活に抵抗があり希望せず、独居を希望されている事を情報提供行っている。診察時は、幻聴はまずまずと話されている。退院先も、GHはもめるから、八戸の独居希望と話されている。

また夜間眠れないとの訴えあり、本日～　ブロチゾラム(0.25)1T　
1×寝る前が追加となる。
・平山　敬之様～診察時は、以前よりも減ったが特定男性患者様から付き纏わられている事、ネット注文を増やしたい事を話されている。
ネット注文に関しては金銭面の事もありこれ以上増やさず現状維持でと説明を受け拒否なく受け入れられている。
また退院先に関し、“施設方向”で前向きな言動あり。生活訓練施設かGHどちらがいいかの質問には「分からないので、先ずは見学、そこからですね」と話されている。
処方変更なし。
・鈴木　達也様～診察時に退院したい、話しがしたいことを話しており、現在までのスマホ使用時間を守られていることを評価し実績を作ったら、母と直に面談する機会を持ちたいと思うことを伝えている。
処方変更なし。
・鈴木　和則様～診察時は皮膚科受診が進まない事に一時口調荒くなるも以降不穏さなし。
退院支援を早めに調整しましょうと主治医よりお話しあり。PSWへも情報共有行っていく。
処方変更無し。

・坪坂　真由美様～精神変調なく食事摂取され夜間良眠されている事、北病棟移動に関しては見学後不満聞かれ保留となっている事、整形外科受診し異常所見無いが痛くても動かす様指導があった事、青山入所に関し見学しないと分からないとの事で金銭面（障害年金だけでは厳しく生保の申請等を勧めていく）と共に調整していく方向となっている事を情報提供行っている。
診察時は、気分は変わらず、左第5指に関してはリハビリしていく事になった事を話されている。
処方変更なし。

・山口　桜様～買い物について執拗な訴えや過度な要求があったり、東におりたいといった言動が聞かれており自傷行為もあった事、
過干渉傾向にあり、退院に関してもに関し“東幸園は断わって下さい。行きません。ひとり暮らししたいです”との訴えが聞かれている事を情報提供行っている。
診察時も、東幸園は断わって下さい　と一方的に話され、自傷行為行っている事等も踏まえ現状アパートでのひとり暮らしは難しいと思われる事をお伝えしても、“断わって下さい”との事を言い続けている。北病棟への移動希望あるも、現状厳しいとの事でご本人様へお伝えしている。
主治医より、東幸園の面会は断らず、ご本人様の口からはっきり伝えるようにして下さいとお話しあり。
薬剤調整にて、セルトラリンが減量コントミンが増量となっている。

・畑山　幸子様～診察時、同室者の行動に関し夜眠れない事、家に帰りたい　といった言動があった事を話されている。
薬剤調整にて、デュロキセチン(30)→(20)1T　1×夕へ減量、トリンテリックス(10)1Ｔ→(20)1Ｔ　1×夕食後へ増量となっている。

・小栗　健太郎様～診察時は、調子はいい。環境が変わったけど同年代の人との交流が安定に繋がっている事、を話されている。
スマホの使用に関しては、段階的に増やしていく事、ゲームが気分転換になっているのであれば時間を決めて行う等のルールを決めての使用許可となり受け持ちスタッフと相談して下さいとの事。
処方変更なし。

・田端　香織様～流延著明、確認行為頻回で時折易怒性があること、12/15　他科受診があることを情報提供行っている。
診察時は、外出に関しての確認言動あり。
薬剤調整にて、オランザピン中止、ラツーダ（20）1Ｔ→2Ｔ　に増量となっている。

・木村　弘明様～診察時は、夜間も眠れており不調無い事、年末年始の外泊希望聞かれている。外泊に関しては母様と相談して決めて下さいとお話しあり。
処方変更なし。
＜皮膚科診察情報＞
・福村　秀吉様～「顔面が鱗みたいに剥がれていて皮膚科お願いします」と本日初診。

ロコイド軟膏塗布する様指示あり、処方となる。
・高柳　和子様～頭部同前処置。
・曽我　正子様～両下肢の発赤、硬化特変無し。同前処置。ミノマイシン（50）4T　2×1/7日分に変更となる。
山口　桜様～顔面特変なし→同前処置左下腿は手術痕あり痛み＋（慢性湿疹）→RpデルモゾールDp軟膏1本処方となる。
古積　幸太様～身幹特変無し。同前処置。頭部に発赤、びらん（急性湿疹）→デルモゾールOD軟膏塗布指示あり。①タベジール　2T　2×1/7日分②ナジフロキサシンクリーム　1本③デルモゾールOD軟膏1本　処方となる。

木口　柊太郎様～特変無し、同前処置となる。
転入患者様情報≪サマリー参照≫
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 なし

洗濯 なし  ＣＳ

喫煙 なし

間食制限

 

最終入浴日（令和7年12月1日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

【退院支援】施設

現在の処置 左下肢：ゲンタシン＋ガーゼ

ADL

備考

【緊急時】当院対応

【持参】有り

【既往歴】腰椎圧迫骨折

【他科受診】なし

【アレルギー】なし

【義歯】なし

【車椅子】なし

【売店】\3,000/M

要介護3 ～R10.3.31



最終排便（令和7年12月1日）

精神症状 易怒性

問題行動



処遇制限 なし

 常食　各食クレーミール付き

 

なし

入院年月日 令和7年10月16日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名

 主病名　：　双極性感情障害、パーソ

ナリティ障害の疑い

 身体合併症　：　便秘症、不眠症、統合失調症、蜂窩織炎、骨粗鬆症、変形性関節症、胃潰瘍

患者様氏名 坂本 愛子  　様  担当主治医　：　馬渡　晃弘

 Ａ－１  

 

 なし
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